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会社名 コベルコ建機株式会社
英文社名 KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY CO., LTD.
代表取締役社⻑ 尾上 善則 (おのえ よしのり)

所在地

東京本社 東京都品川区北品川5丁目5番15号（大崎ブライトコア5F）
TEL : 03-5789-2111（代）

広島本社/
広島事業所

広島県広島市佐伯区五日市港2丁目2番1号
TEL : 082-943-5321（代）

大久保事業所 兵庫県明石市大久保町八木740
TEL : 078-936-1331

大垣事業所 岐阜県大垣市本今町1682番地7
TEL : 0584-80-0500

設⽴ 1999年10月1日（現社名変更年月日）
資本⾦ 160億円
株主 株式会社神⼾製鋼所 100％
事業内容 建設機械、運搬機械の製造、販売並びにサービス
従業員数 2,263名（グループトータル8,248名）【2021年3月末時点】
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東京本社

広島本社/事業所

大久保事業所

大垣工場
（岐阜県）

ミニショベルの生産

敷地⾯積︓35,000m2

五日市工場
（広島県）

中型/大型ショベル
の生産

敷地⾯積︓100,000m2

沼田工場
（広島県）

製缶・油器などの
コンポーネントの生産
敷地⾯積︓50,000m2

大久保工場
（兵庫県）

クレーンの生産

敷地⾯積︓ 132,000m2

大垣事業所

東京本社
（東京都）
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神鋼建機(中国)有限公司
成都神鋼建機融資租賃有限公司

A

Kobelco Construction Machinery Southeast 
Asia Co., Ltd.

B

Kobelco Construction Machinery Malaysia 
Sdn. Bhd.

C

Kobelco International (S) Co., Pte. Ltd.
Ricon Private Ltd.

D

Pt.Daya Kobelco
Construction Machinery 
Indonesia

E

Kobelco Construction Machinery Australia 
Pty. Ltd.

F

Kobelco Construction Equipment 
India Pvt. Ltd.

G

Kobelco Construction Machinery 
Middle East ＆ Africa FZCO.

H

Kobelco Construction 
Machinery Europe B.V.

I

Kobelco Construction 
Machinery                                                   
U.S.A. Inc.

J世界に展開する販売・サービス網
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重機ショベル ミニショベル 環境リサイクル機
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クローラクレーン
クローラクレーン

マスターテック7050G
マスターテック7070G
マスターテック7090G
マスターテック7120G
マスターテック
7120GFS
マスターテック7200G
SL4500J
SL6000J

ビル解体専用機
テレスコピック

クローラクレーン
TK550G
TK550GSB
TK750G
TK750GFS
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２．建機業界の課題と環境変化

1. 危険を伴う労働環境

2. 構造的な低利益体質

3. 新規就業者の減少、熟練技能者の大量離職による
⼈⼿不⾜の深刻化
 14年度343万人の内、109万人が25年度までに

⾼齢化で離職

4. 2024年度 建設業への時間外労働上限規制の
適用開始
 19年度施⾏の規制に対し建設業は5年間の猶予

さらに進む⼈⼿不⾜への対策と労働生産性向上
の両⽴が求められています。

１）建設業界の抱える課題

※参考︓『建設DX デジタルがもたらす建設産業のニューノーマル』（日経BP）



２．建機業界の課題と環境変化
２）環境変化

建設土木産業のDX化

• 建設土木産業の世界市場規模
2018年度︓1150兆円→2035年度︓1710兆円

• ⽇本の建設投資額︓年間約60兆円
• 国⼟交通省にて技能労働⼈⼝減少対応として進めるICT施工が、

withコロナを背景に急速に加速。
インフラ分野のDX推進へと規模拡大。

• 異業種参⼊︓ドローン計測、労働者マッチング、通信等

※出典︓The next normal in construction,
McKinsey & Company, June 2020

SDGs・ESGへの取組機運の高まり

• 欧州主導で持続可能な開発目標（SDGs︓Sustainable 
Development Goals）に関する議論が進む。

• 企業の⻑期的な成⻑を測るための指標ESG（環境︓
Environment、社会︓Social、ガバナンス︓Governance）が
企業評価で重視される時代に。 ※参考︓『日経コンストラクション』2020年7月号

建設スタートアップ業界地図

ドローン・レーザー ロボット

自動制御技術

xR（AR、VR）

3次元データ

センシング・IoT

ドローンの開発

精度の⾼い測量 ドローン周りサービス提供

IoTを内部に組み込む 後付けセンサーでIoT化

ルーチェサーチ

テラドローン

アミューズワンセルフ

イームズロボティクス

Liberaware FullDepth PRODRONE

エアロセンス
ミラテクドローン

WorldLink&Company

自動制御ｼｽﾃﾑ研究所
ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｲﾝﾌﾗ・ｳｪｲﾏｰｸ

NejiLaw

ミラテクドローン
ミラテクドローン

フレクト Momo

CACH

イクシス

DOXEL
MX3D

DeepX

エスイーフォー
知能技術

HEROZ

Symmetry 
Dimensions Inc.

エリジオン

オフィスケイワン



２．建機業界の課題と環境変化
３）経営DX・現場DXの必要性

 オペレーターがやめてしまう（過酷な現場）
 現場にでる作業が危険をともなう
 新⼈がなかなか⼊社してこない
 新⼊職者オペレーターへの教育が大変

業界全体の課題

重機を扱われるお客様の課題

※コベルコ建機によるお客様ヒアリング結果

労働人口減少×就業時間減少
重機購入を頂くお客様の事業継続にとり

大きな課題。
お客様に対して経営と現場変革につながる

DX推進支援が必要。

【国土交通省・厚⽣労働省の取り組み】
魅⼒ある

職場づくり

人材確保

人材育成

建設就業者の高齢化は他産業に⽐べ極端に進⾏
技能者の処遇を改善し安心して働け
るための環境整備

建設業への⼊職や定着を促すため、
魅⼒の向上やきめ細かな取組を実施

若年技能者等を育成するための環境
整備、建設キャリアアップシステム



２．建機業界の課題と環境変化
４）建設DXの必要性

※DX（digital transformation）とは
「企業がビジネス環境の厳しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、
顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデル変革するとともに、
業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を改革し、競争上の優位を
確⽴すること」

（経済産業省）

�建設土木業界や重機を扱われるお客様の経営・現場の
DX推進・支援が必要。
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３．コベルコ建機のDX推進

「誰でも働ける現場」の実現に向けて
お客様へ「新しい価値」を提供する会社

� 「モノ」（＝ショベル、クレーン）提供する以上の会社へ
変わることが期待されている。



３．コベルコ建機のDX推進

コベルコ建機の考えるDX推進 お客様現場・経営DXの支援を通じ、
より良い社会実現に貢献

経営理念︓「ユーザー現場主義」

５つのDX推進のポイント

現場課題の解決

アジャイル開発

共感

ユーザーエクスペリエンス

オープンイノベーション



お客様が現場DXで目指す姿
若いオペレータが持続的に成⻑できるような職場に変えたい︕
より魅⼒ある仕事・現場にしたい︕
安全で安⼼して作業ができる現場へ変えたい︕

３．コベルコ建機のDX推進

パートナー
顧客様

時間モノ 人

K-DIVE CONCEPTをコアに、
業務プロセスの変革、後継者育成に共に取り組む

現場課題を共に解決するパートナーとして現場DXを推進︕



４．K-DIVE CONCEPT
（建設機械の遠隔操作システム）



これらの多くの課題に対する打開策は、
誰でも働ける現場への変革です。

危険を伴う労働環境

構造的な低利益体質

⼈⼿不⾜の深刻化

大きく変化する社会状況の中で、建設業界は様々な課題と直⾯しています。

４．K-DIVE CONCEPT



４．K-DIVE CONCEPT

K-DIVE CONCEPTは、

働く⼈を中⼼とした「建設現場のテレワークシステム」 です。

重機の遠隔操作システムと、操縦履歴・遠隔重機データを活用することで、

⼈・重機・現場を常時つなぎ、建設現場のDXを可能にします。

操縦履歴・遠隔重機データ活用重機の遠隔操作システム



✓遠隔操作による
建設現場にいる必要性の減少

K-DIVE CONCEPTのサービスは、大きく3つの価値をもたらします。

本質的な
安全性の確保

⼈に着目した
現場生産性の

向上

働き方改革による
組織の活性化

✓管理事務所からの遠隔操作による
現場全体の運営円滑化

✓多接続機能による作業効率化
✓ダッシュボード機能による管理効率化

✓⻑期的な人材育成及び人材活用
✓現場改革を通じた

コミュニケーション活性化
✓就業者の裾野拡大と定着率向上

４．K-DIVE CONCEPT



４．K-DIVE CONCEPT

複雑な操作は遠隔操作で

単純な作業は自動運転で

人のスキルが効率よく発揮できる

■⼈の生産性を⾼める

◆K-DIVE CONCEPTの提供価値
 現場からは人がいなくなることで本質安全を実現
 ⼀⽅で、施⼯作業は人が遠隔で⾒る、人のスキル活用、

人が活躍するプラットフォームの提供

K-DIVE CONCEPTの機能拡張

遠隔操縦 自動運転



多様な⼈を集め・活かし・育てる現場を作ることで、

⼈を起点に組織を活性化し、経営効率を上げていく
そして、建設業界を変えていく

K-DIVE CONCEPTが目指す未来



４．K-DIVE CONCEPT

2022年度のサービス開始を予定。固定ヤードから⼀般土木現場へ順次サービスを拡大していきます。

Phase1 （22年春以降）

固定ヤードでの作業
⾦属スクラップヤード・産廃処理ヤード・土砂ピットなど、

固定されたヤードでの重機を遠隔操作。

Phase2

一般土木現場での作業
⼀般土木現場や造成現場など、

⼯期の決まった現場での重機を遠隔操作。

さらに



４．K-DIVE CONCEPT

将来的には、より効率的・効果的な人材育成および人材活用を実現するための拡張サービスを展開します。

Phase３

重機・オペレーター・現場のマッチングサービス
遠隔オペレーターと施⼯管理者をつなぐネットワークシステムを構築。

フリーランスのオペレーターによるサテライトからの遠隔操縦も組み込みながら、
様々な現場レベルや⼯期に合致したオペレーターをマッチングさせる人材活用サービス。

また、コックピットをバーチャル教習所として活用するなど、
より効率的な人材育成をサポートし、就業者の裾野拡大にも貢献。



５．事例紹介
〜お客様ＤＸ実現に向けて〜
（お客様の先⾏導⼊事例）



2019年3月
弊社展示会の日経新聞記事をみて産業振興様よりお声かけ頂いた 26

産業振興様との出会い

５．事例紹介

鉄スクラップの仕⼊、加⼯、販売を⾏う原料事業
を基軸に製鋼プロセスに携わる構内請負事業等、
鉄に関する事業を幅広く展開されている



2019年4月
独での国際建設機械⾒本市にてK-DIVEを知っていただきお声掛け頂いた 27

住吉工業様・住吉運輸様との出会い

５．事例紹介

道路やトンネルなどの土木⼯事や、ビルやマンショ
ンなどを手掛ける建築⼯事を中⼼に、砕石販売、
環境産業などを手掛ける総合建設会社

住吉工業株式会社
住吉運輸株式会社

Comfortable Base For
The Future.
快適の基盤をつくり、
未来へ安心と安全を



６．まとめ

札幌

広島

帯広

SK135SR

300㎞

1800㎞

１）遠隔操縦システムの
超⻑距離接続適用における技術実証

２）遠隔地の重機稼働現場を想定した
切替えシステムの運用検証

K-DIVE CONCEPTは2021年9月
北海道と広島を結ぶ約1800kmの

超⻑距離遠隔操作の実証実験に成功

実証実験の様子を映像にてご覧ください



【K-DIVE CONCEPTが貢献するSDGs・ESG領域】

 ⼥性やハンディキャッ
プをお持ちの⽅が建
設機械のオペレー
ターとして就業機会
を提供

 新たな職業としての
遠隔オペレータ（K-
DIVER）を創造し、
日本国内を超えた
海外の労働⼒活用、
新たな職を提供

ESG
- Society -

 働き方を改革し３K
イメージを払拭。建
設産業を魅⼒ある
⼈が集まる業界へ

 本質的安全性の提
供

 オープンイノベーショ
ンにより、遠隔操作
プラットフォーム基
盤を提供

 遠隔施⼯と自動施
⼯の融合により⾼い
生産性を実現

 建設産業の就労⼈
⼝不⾜に伴う生産
性低下を防ぎ、今
後の社会インフラ更
新を支える

 建設機械がある現
場まで自動⾞での
移動や、現場でのエ
アコン稼働の為の建
設機械のアイドリン
グ時間の削減により
カーボンニュートラ
ルへ貢献

 お客様現場の安全
性と生産性の向上

 短期間での技能習
得、技能継承

 働き方改革を実現

 ⾼齢オペレータや⼥
性、ハンディキャップ
をお持ちの⽅への就
業機会を提供

６．まとめ



６．まとめ

K-DIVE CONCEPTの提供価値は
お客様の経営と現場のDXにつながっている

経営理念
お客様の経営DX・現場DXを支援ユーザー現場主義



ご清聴ありがとうございました


